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【００２５】
　このようにすれば、原料投入口の真下、すなわち炉の後壁部の前面と接する部位では、
必然的に隣接する原料投入口から供給されたガラス原料の相互間に隙間が生じているが、
各ガラス原料の流動領域が後壁部の前面から２ｍ以内（好ましくは１ｍ程度）で合流すれ
ば、各ガラス原料の相互間に隙間が生じなくなる。そして、このように後壁部の前面から
２ｍ以内で各ガラス原料の相互間に隙間が生じなくなれば、この後はその状態を維持して
下流側（前方）に流れていき、溶融状態に不当なばらつきが生じるおそれがなくなる。
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